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１ 研究のねらい 

令和 2 年度末からの 10 ヵ月を振り返ってみると、コロナ禍にどう対応すべきか、学校

現場は、教職員が主体的・自立的に動いて、生徒たちの安全と安心の確保、確かな「学び」

と豊かな「心」の育ちに全力で立ち向かってきた。その姿は、一人ひとりの生徒の「自立

していく動き」にも大きく影響していたのではないかと思う。 

コロナ禍は、それまで当たり前に行われていた教育活動に数々のブレーキをかけたも

のの、これまでのような、「与え続けたり、人の指示を待っていたりするような教育」で

は、コロナ禍に太刀打ちできないことを我々に教えてくれた。 

これからは、子どもも教職員も、誰かが決めてくれるのを待つのではなく、「自分で考

え、判断していく」学校づくりが求められていると痛感し、次のア・イの取組とウ：生徒

の姿から、「自分で考えて判断する学校」へのアプローチを捉えていくこととした。 

 

取組ア：コロナ禍の中での学校運営の視点 

取組イ：学校経営ビジョンを基盤とした学校経営  

生徒の姿ウ：「自立した生徒」の育ちの姿 

 

 

２ 経過と内容 

取組ア：コロナ禍の中での学校運営の視点 

     ～「壁がある だから行く」を中心軸に据える～ 

（１）本校で取り組む方向性を明確に示す一言 

  令和 2 年２月２７日（木）夕刻、政府による突然の「全国一斉休校」の指示、現場は混

乱の極み、高校入試への対応・卒業式・３月の学校運営等、緊急の対応が求められた。夜

８時、残っていた学校運営委員の意見・要望を基に、町教委とも連絡をとり、校長は次頁

の対応策【次頁「資料１」参照】を翌日の臨時職員朝会で提示した。 

（※翌日の朝に方向性を示すスピード感が肝要） 

  前代未聞の事態だからこそ、柔軟な発想で対応する。今こそ、大人の「課題解決力」を

示す。全職員が協働して、スクランブル体制で臨む。すべては生徒のために考え行動する。

この姿勢を一言で表したのが「壁がある だから行く」である。 

  具体的に取り組むべき４点を次のように示した。 

①３年生が無事受検、卒業できる体制を構築する。 

②１・２年生が、学校でない環境の中で、自律した生活をおくれるような事前指導を

考える。 

③臨時休校中の、生活面・学習面・保健指導面での具体策を練り、３月３日（火）ま

での間に事前指導（学級・放送での一斉指導等）を行う。 

④３月２日（月）～３月３日（火）までの必要指導時数を洗い出し特別時間割を柔軟

に編成する。 



 限られた時間の中で、管理職

は自校で取り組む方向性を明

確に示す、その下で、各担当者

は対応策を具体化し、生徒に分

かりやすく、熱意をもって伝え

る。2 月 28 日(金)～3 月 3 日

(火)までの 3 日間は、我々に「自

分で考えて判断する学校」の必

要性を教えてくれた。 

令 和 元 年 度 の 卒 業 式 は  

250 名の卒業生とその保護者の

みの参加で時間を短縮して実

施した。（教職員も含めて約 600

名）その中で、卒業生の歌だけ

はどうしても歌わせたいとい

う 3 学年職員の熱い思いがあっ

た。 

しかし、本校の規模で  は

体育館での合唱は無理。諦めか

けた中、出てきた案が中庭での

合唱。それを校舎の 1～3 階の

廊下から見守る保護者に向か

って感謝の気持ちで歌おうと

いう方向が確認された。 

当日は晴天に恵まれ、卒業式

後に中庭に静かに移動した卒

業生は、心を込めて卒業生の歌

「正解」を歌いあげて巣立って

いった。「壁がある だから行

く」を実感した１コマであっ

た。【「資料 2」参照】 

 

 

 

（２）メリットを最大限に活かすデメリットも逆手にとって活かす発想をもつ 

令和 2 年 4 月、入学式直後に再び臨時休校に入った。新年度の出鼻をくじかれたわけ

であるが、校長は、生徒たちに始業式で、本校のめざす生徒像は「自立した生徒になる」、

 

資料１ 

 

資料２ 



そして自立した生徒とは、 

Ａ 自分と向き合うことのできる生徒 

 Ｂ 仲間との関係を築くことのできる生徒 

 Ｃ 社会とのつながりを自覚する生徒 

の 3 つの姿であることを具体的に熱く伝えた。 

そのため、「臨時休校中であっても、いや臨時休校中だからこそ、自立した生徒の姿『Ａ 

自分と向き合うことのできる生徒』を意識し、自分の生活を自分で創っていくことを通し

て自律の気持ちを育む絶好の機会である」と、この事態を前向きに捉えるよう指導するこ

とができた。約 1 ヵ月間、生徒たちは大変落ち着いて、家庭で学習課題に取り組んだ。 

その間、教職員は校内研修を通じて各自の教科指導力と生徒指導力の向上に取り組ん

だ。研究主任が「学び合いのある授業づくり」の基本を、適応指導コーディネーターが「配

慮の必要な生徒への対応」の基本を、若手教師が「日頃の部活指導において大切にしてい

る指導方針」を語り、教師自身が同僚から学び合う機会を設けた。また、教科指導力のあ

る国語科のＦ教諭からは、自らの「国語の授業」と「道徳の授業」で大切にしている指導

の具体について、全職員が体育館で講話を聴き多くの刺激を受けた。5 月には、特別支援

教育課の指導主事を招き「多様性を包みこむ生徒指導の基本」について学ぶことができた。

60 名を超す多くの教職員がいるメリットを活かし、得意分野の指導の具体について学ぶ

ことができたことは、同僚性を高める上でも有意義な時間となった。校内研修においても、

「自分で考えて判断する学校」のあり方が問われた時であった。 

5 月中旬からは分散登校が始まった。教職員からは、学級を半分に分けずに授業を行い

たいと願いが出された。しかし、本校は生徒数 720 名と県内で 5 番目に生徒数が多い大規

模校であり、生徒数の多さ・学級数 25 学級の多さがデメリットとなり、大きな壁となっ

て立ちはだかった。そんな時、一定の距離がとれる大きな教室があればいいなという声を

ヒントに、２つある体育館を教室に見立てたらどうかというアイディアが出された。床面

積であれば、4 学級が入っても 12 学級分の広さが確保できる。大型プロジェクターでデ

ジタル教科書を大写しすれば最後方か

らでもクリアに見ることができる、4 ク

ラス合同であれば、授業者以外の同教科

の教員 4～5 名でＴＴ指導ができる等、

可能性が見えてきた。3～4 学級合同授

業はどうやればいいか、自然発生的に、

教科会で教材研究が始まった。やったこ

とがないからこそ、やってみる。学級数

の多さのデメリットを逆手にとった合

同授業、「壁がある だから行く」の行

き方は多様である。その実現のために、



教務主任が立てた、右の

２・３のきめ細やかな指

導計画が機能したのは言

うまでもない。 

2 つある体育館に 2 つ

の学年（各 7 学級）を午

前と午後、4 学級と 3 学

級に分けて、1 コマ 40 分

×5 コマの 5 教科の合同

授業を実施。他の１つの

学年は、７つの特別教室

を使用して授業。週１回

は技能教科も実施。大規

模校でもやればできる手

ごたえを得た。 

 

取組イ：学校経営ビジョンを基盤とした学校経営 

「自分で考えて判断する学校」づくりに必要不可欠なものは、校長の経営ビジョンである。

学校づくりの方向を明確に示すことはもとより、学校運営や授業づくり、生徒指導で迷っ

たり立ち止まったりした際に、指導のあり方を振り返る拠り所でありたい。 

（１）皆でめざす北極星を示す「経営ビジョン」 

本校では、校長の示す経営ビジョンを下に、教職員が協働して授業づくり、生徒指導に

取り組んでいる。その経営ビジョンは次の通りである。 

「生徒のよさと可能性を伸ばす学校づくりと、学び合いのある授業を通して、思考力・

判断力・表現力を高め、自立した生徒を育てます。」 

 下線部の言葉の定義を記し、始業式や終業式、学校だよりや学びの集会で、めざす方向

とそのの成果を教職員と生徒に向け発信している。 

①生徒のよさと可能性を伸ばす学校とは？・・・ 

生徒の自己肯定感を伸ばすために、生徒指導は「生徒のよさを認め励ます」ことを基本

とし、指示・命令型ではなく、生徒の悩み・不安に寄り添い、相談にのり、共に考え歩む

課題解決型の支援をめざし、生徒理解力・学級づくりの研修に励んでいる。本年度は、PTA

講演会で、腰塚勇人氏の講話「命の授業」から、生徒を勇気づけるファシリテーの役割を

学んだり、校長が週 2 回配付する職員資料にある生徒指導に関する資料（信濃教育・指導

時報・教育雑誌・新聞記事）を読んだりして、自らの生徒観・指導観を磨いている。 

日々の職員室の会話の中で生徒の姿について語り合う姿が確実に増えてきているとこ

ろに成果が見られる。生徒の胸に届く、温かい指導ができているか、生徒と共に悩み共に

歩む教師であるか、自問する時に立ち返る所は、「生徒のよさと可能性を伸ばす学校」の



部分である。 

②「学び合いのある授業」とは？・・・ 

本校では「学習においてお互い凸凹があるという前提のもと、一人では解決できない課

題であっても、皆で意見を出し合う中で解決していく授業」と定義している。 

そのために、「わからないことがあったら聞く、聞かれたらヘルプする」という「肯定

的な依存関係」を基盤とし、「聴く」「問う」「伝える」姿勢を大事にして、「学び合いのあ

る授業」づくりに教職員と生徒が一緒になって現在取り組んでいる。 

  令和元年度、校長は、１学期の始業式で「聴く」ことの意義を話し、終業式で「聴く」

ことの成果を全校生徒と全職員に伝えた。2 学期は「問う」、3 学期は「伝える」の意義と

成果を具体的に伝えた。皆でめざす北極星については、「折々に・具体的に・明確に・全

体に向けて」発信して

いくことが大切であ

る。 

本校では、令和元度

より、全校生徒が一堂

に会する始業式・終業

式の前後に、「学びの

集会」を行っている。

研究主任が運営の中

心となり、「学び合い

のある授業」について

皆で考え合う機会と

位置付けている。本年

度は、学びを深める視

点として、「比べる」こ

とを授業に位置付け

ることを主として、1

学期の始業式の後に、

【資料 3】を基に全校

生徒に具体的に説明

をした。 
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資料・結果・方法・意見等を「比べる」ことで、「なぜ」「どうして」という問いが生ま

れる。「比べる」ことから、物事を関連付けたり、検討したり、分類したり、見方を変え

たりして、「深い学び」へつなげていこうとする学び方である。各学期において、生徒と

教職員が一緒になって箕輪中の授業を創っていくことを確認し評価していく「学びの集

会」は、「自分で考え判断する学校」には重要なカギを握る場面である。 

③「自立した生徒」とは？・・・次の３つの姿である。 

Ａ 自分と向き合うことのできる生徒 

Ｂ 仲間との関係を築くことのできる生徒 

Ｃ 社会とのつながりを自覚する生徒 

  校長は、各教育活動を通して、「自立した生徒」になってほしいと、1 学期の始業式で

話し、学校だより「真善美」の 4 月号で発信した。【「資料４」参照】 

  令和２年度、校長は 1

学期の終業式では「自分

と向き合うことのできる

生徒」の姿を評価し、2 学

期は「仲間との係を築く

ことのできる生徒」の姿、

3 学期は「社会とのつなが

りを自覚できる生徒」の

姿を評価し、経営ビジョ

ンでめざす生徒像の共有

をめざしている。 

  本校の学校行事・学年

行事等の計画案には、冒

頭の趣旨の最後に、その

活動が「自立した生徒」の

育ちのどの部分を担うも

のかを明確にするため

に、Ａ，Ｂ，Ｃの記号が入

っている。生徒のどんな

力を伸ばすための活動な

のかが明確である。「行事

を通して生徒を育てる」

上でも、大事な取組と位

置付けたい。Ａ，Ｂ，Ｃの

どの部分に光をあてた活

動なのかが明らかになれ  

資料４ 



ば、自ずと事前指導・当日指導・事後指導が、「指示・命令型、結果主義的なもの」から、

「プロセスを大事にした課題解決型」に変わることが期待できる。 

  さらに、今年の生徒会活動においては、各委員会の活動計画案に「自立した生徒」の姿

のＡ，Ｂ，Ｃの視点が表記されていることに驚く。例えば、 

〇生活委員会の挨拶運動：Ａ・Ｂ 

〇ボランティア委員会のアルミ缶回収、保健委員会のタオル集め：Ｂ・Ｃ 

〇清掃委員会の学期末清掃：Ａ 

などである。生徒達の意識に少しずつ浸透していることはありがたいことである。「自分

で考えて判断する学校」の中で、「自分で考え判断する生徒」が育ち始めていると前向き

に評価したい。 

（２）物事を柔軟に思考する教師 具体的に創造することを楽しむ教師 

  コロナ禍の中、めざす北極星にどう迫るか、我々教師自身に問いが向けられた。しかし、

「壁がある だから行く」・コロナ禍「にも拘わらず」・厳しい状況「だからこそ」の精神

で取り組む、本校の教職員の思考は柔軟で頼もしい。 

  具体的に対応した事例を記してみたい。 

〇２年 西駒登山を地元「萱野高原 日帰り登山」に変更。 

「Ａ 自分と向き合う登山」「Ｂ 仲間との関係を築く登山」のねらいは維持。 

〇２年 職場体験学習の代替プラン「わくワーク箕輪」を創設。25 事業所が２つの体育

館にブースを開設。職場体験学習のねらいを重視したプラン。 

〇１年 福祉体験学習 １回開催を４回に増設。車いす体験・アイマスク体験・点字体験・

手話体験を全員が行い、体験を通して障がい者の立場を理解する思い切った学

習展開を実践。 

〇３年 生徒会の最大行事「ふきはら祭」（文化祭） 通常の２日開催を、４期にわたる

2.5 日の分散開催で実施。準備期間を考慮した柔軟性のある判断。 

〇３年 修学旅行を 3 月 15～17 日に延期。卒業式は 3 月 18 日。「翌日が卒業式でも、あ

の子たちなら、自分で考え判断して行動できるはずです。『生徒の自立』をテー

マに 3 年間育ててきた学年ですから」と語る 3 学年主任の言葉。教えるべきは

教え、後は生徒を信じ、任せる所は任せて、生徒を育ててきた自負心。本校のめ

ざす教育の具体である。 

  苦境に陥った時、本校の先生方は、従前のやり方にこだわらず、生徒のために何が最善

かを考え、善後策を具体的に提案する柔軟性がある。しかも、具体的に創造することを楽

しんでいる。課題をどう解決すればよいか、「課題解決力」を発揮する「よき見本」とし

て生徒と接している。「自分で考え判断する学校」では、まずは教師自身が「自分で考え

判断する」体に体質改善する必要がある。その取組は、コロナ禍での一年間の教育活動を

通して、確実に前進している。そのことを、「自立した生徒」の育ちの姿を通して確認し

てみたい。 

 



生徒の姿ウ：「自立した生徒」の育ちの姿から 

（１）「にも拘わらず」「だからこそ」の精神で取り組んだ生徒会の頼もしさ 

   コロナ禍の中、通常の活動が中止・延期・縮小せざるをえない状況は、生徒会活動で

も同様であった。しかし、本校の生徒たちは、そのことを愚痴ったり嘆いたりせず、ど

うすればその活動が実現できるのかを考え、知恵を絞り、工夫をしながら一年間の生徒

会活動に取り組んだ。苦しい状況「にも拘わらず」厳しい状況「だからこそ」の精神で

取り組んだ生徒会のメンバーと顧問の先生方の「頼もしさ」を強く実感した。その具体

を、ふきはら祭の実践を通して振り返りたい。 

① 日程の厳しさを逆手にとった 4 回の分散開催 

  例年なら、9 月の最終週の金・土の 2 日間での開催。しかし今年はコロナ禍の影響で、

1 学期の音楽の授業が十分に実施できず、合唱コンクールへの取組が日程上厳しいとのこ

と。例年通りに運営できない状況下、顧問の先生と本部役員で分散開催案が提示された。

9 月末の金曜日、10 月初旬の金曜日 2 回の半日開催と、10 月末の金曜日に合唱コンクー

ルを 4 時間開催するという合計 2.5 日の分散開催案である。1 ヵ月間にわたる開催期間

で、全校生徒の文化祭に対する意識は保たれるのかという懸念に対しては、その間、本年

度の生徒会スローガン「箕中プライド」で貫くことで乗り切れるはずとのこと、「にも拘

わらず」「だからこそ」の真骨頂が発揮される場になれば、自ずと生徒たちは育つ、この

方向でいくことが確認された。 

【実際の内容】 

１ 9 月 25 日（金）午前中 開祭式、意見発表会、文化部発表① 

２ 10 月２日（金）午後 文化部発表② 合唱部・吹奏楽部発表 

３ 10 月９日（金）午後 スポーツフェスティバル 

         （雨天で学年別、２つの体育館で分散開催） 

４ 10 月 2３日（金）４時間 合唱コンクール、閉祭式 

② 全校生徒のモチベーションを上げた生徒会役員による、お昼の放送での「本気度」 

  例年であれば「2 日間に全力投球」のはずが、本年度は分散開催、学級の団結力を示す

スポーツフェスティバルと合唱コンクールの間が 2 週間も空いていて全校生徒のモチベ

ーションが今一つ上がらない状況を察知した生徒会役員が動いた。開催３週間前からの

お昼の放送での呼びかけである。文化祭に直結する活動への参加態度を高めようと熱く

語る委員長、日常の係活動の充実が文化祭の成功につながることを訴える委員長、それぞ

れがグラフや資料を用いて具体的に説明。カメラを見据えた真剣なまなざしとＮＯ原稿

での力強いメッセージの発信。こここから徐々に全校生徒の士気が上がる。主体的に取り

組む生徒の姿が全校生徒を動かした。頼もしい生徒達である。 

③ 感動が伝わる合唱コンクールの歌声 

  準備期間があまりとれず、また当日雨天となり、環境面での心配の声もあったが、生徒

たちの歌声はその杞憂を吹き飛ばすのに十分であった。次の審査委員長の３年生の合唱

の講評が全てを物語っている。 

「３年生の学年合唱「聞こえる」の第一声を聴いた時、体育館の空気が変わった。町内５



つの小学校の先生方にも小学生にも聴かせたかった。こういう３年生がいる伝統はすば

らしい。この３年生の姿を見

て１・２年生もさらに充実し

た合唱を目指して頑張ってほ

しい。今日は、勇気と感動をも

らった。ありがとう。」 

 

（２）「自分たちの力で地域を元気づけたい」ふるさと学習「箕輪学」での生徒の心意気 

令和元年度、総合的な学習の時間を考えるプロジェクトチームが、「生徒の学びのつな

がりを意識しながら、カリキュラムを考えることは、教職員にとっての『探究』すなわち

総合的な学習の時間となっている」と提言した。「こなす総合」「させられる総合」から脱

却し、「創り出す総合」「紡ぎ出す総合」の改革の槌音が、小さな音ではあるが、確実に本

校に響き始めた年であった。３学年会では「町に飛び出そう」のテーマのもと「地域の課

題に真正面から取組み、中学生だからこその発想・中学生であってもここまで挑戦できる

ぞという心意気をもって、ふるさと箕輪の魅力を発信する活動を構想したい」という思い

が出された。 

  そして迎えた令和２年度。本格的な始動は２学期からという状況ではあったが、取り組

むべき課題が見つかると生徒達は大きな力を発揮する。3 年のあるクラスでは、「エコバ

ックの販売を通しクリスマスに花火を打ち上げて町を元気にする」という目標が定まる

と、具体的に動き出した。販売経路の開拓、箕輪ダムでの「もみじ祭り」での販売活動、

地元小学校への出張販売、チラシ・ポ

スター作り、煙火店との交渉、打ち上

げ場所の確保等に意欲的に取り組ん

だ。12 月 25 日のクリスマスの夜空に

は、大きな花火があがり、地域住民も

それぞれの場所から花火を楽しみ、生

徒達の心意気を温かく受け止めてくれ

たように思う。 

「自分で考え判断する」生徒を育む

ために教師自身が総合のカリキュラム

作成を通して、「自分で考え判断する」

ことの大切さを学んできた。その成果

の一端が、3 年「ふるさと学習『箕輪

学』」の実践に表出されているように思

う。こういった活動が、クラスの実情

に応じつつも多様な形で展開される学

校をめざしたい。 

 

令和 2 年 12 月 24 日「長野日報」の記事から 



４ まとめ 

  With コロナから、after コロナを迎えた時に、学校が「与え続けたり、人の指示を待っ

ていたりするような教育」に逆戻りしないよう、「自分で考え判断する」学校づくりを推

進するという覚悟(取組ア)と具体的な手だて（取組イ）が必要であることが見えてきた。 

本校では現在、「『自立した生徒』を育む学校カリキュラムを創造していく」という思い

を根底に置いた上で、令和３年度の学校づくりに向けて全職員が４つのプロジェクトチ

ームに分かれて具体的に動いている。 

Ａ：「学び合いのある授業」充実チーム 

Ｂ：「考え、議論する『道徳科』の授業づくり」推進チーム            

Ｃ：「箕輪中 部活動のあり方」検討チーム 

Ｄ：「自己肯定感を育む」生徒指導対応チーム 

心がけている点は、「①『充実』『検討』『推進』をキーワードとして、前年度踏襲、過

去の実績、今までこうだったという考えにこだわらず、10 年、20 年先に生きる生徒達に

とって必要な資質・能力を育むことを大事にする。②我々が思考停止にならぬよう、柔軟

に創造的にアイディアを出し合う。『具体的に創造することを楽しむ』気持ちで取り組む。」

である。 

  そんな中、「学び合いのある授業」充実チームでは、「学び合い」に必要な問いの開発・

「深い学び」を誘う問いの開発に取り組み、具体的な事例を収集している。研究主任は、

3 月中に令和 3 年度の「箕輪中 学び合いのある授業づくり」のガイドラインを作成し、

4 月当初の職員会の中で、研修の時間をとり、全職員で共通理解した上で、4 月からの授

業に備えたいと構想をもっている。教頭は、4 月当初の日程に職員研修を 3 回位置づけ、

学校経営ビジョンとグランドデザインの内容の理解、授業づくりのあり方、生徒指導・生

徒理解について同じ方向で取り組めるよう、「研修を主とした職員会のあり方」を検討し

ている。 

「自分で考え判断する」学校づくりには「学び続ける教師の存在が不可欠」である。「自

立した教師」をめざした研修を今後も継続していく所存である。 


